
十匹一~
居 j兄

)11 恵子

じ 1ぃ

を迎え60歳以jの人のいる世帯の総世帯lζ対する割合は1982年には32..5み

に達し亡おり，その家族構成は，単独世帯1.4%，絞家族的世得33.0%，三

.高年者の健康が衰えたり歪配偶者を失ぐしたときニ出

られるが p 現在の家族の老親扶養能力はひじょっに代Iぜ帝やそ

~/r: く， もからんで，たとえ同居したくても現実には困難 にある。

それにも/シかわら ，個人の能力にまかせる持家政策であり，

されようとしているところにみられる同居政策である。

.2;"6であるが s 持ち家率は全国平均で76.3形， ザゴ~
内ヨコ

はもっと両く .9タぷ;こも達している。そして いる世需全般についていえることはお連

く，なかでーも単身世帯はとくに終戦前のものが多く F 約25~ぎをしめ F そ

は12.7俗で，島根県 F 高知県についで全開第 3位である。 高齢者のいる

.9% でし、る ζ とがわかる。力日

F また過疎の問題もある 0 1)の.ì~ん

来るべき lご向りてあらゆる分野からの検討がなされているが 7

と住居に関する意識調査に続き 9 過疎の離島の

ゾ)の時!尽

としたもので応

り， るととも る も

ろうとしたものである。

;競 査の

2-1 謝査対象

鹿児 同の昭和59年 7月の住民基本台帳の60歳以上の男性999人と女性 1987人心

2986人から，特別養護老人ホーム(喜界悶〕に入所中の男性1.9人女性別人を除く 2906人についと無作

4分の 13ケ抽出し. 581人を対象とした。

--2 調査期間と調査方法
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出川窓子

昭和159年 8 月 25 日 ~.28EI の 4 日間にわたり

と3 夜間の調査等のた

iとよる した。 の11人

.，ヂ、。

2 -3 

.8%であっ fごO っち43人 (7噌 496)がA院中ゅ

(5“S必) ! 24人 (4.196)が:子j
Q 

人 (Ui猪〉 5人 (0也 9%)が該当者なし 9 らノ入、 (0.9海)が死亡 .11人 Cl.9etS')

とあった。

2 -4 調査地点、の概要

しp 面積約56knl • J~;J 屈がJ48kmの峰&ü:f!f&瑚礁からなる

良である。基幹産業は大島紬とサトウキどの栽培である。

して 9

と

人1I

してし、る。

591'; ((34.901'，)， 

人 C" 手くは 23.1'~

i I 率 18.4彰

人 いこし、る。 {よ〉

.4労)， 

(12.7とあ)で， 人口の

3q 

-1 主宅の状況

¥ノ
4
1
4
 

/
t
‘¥ 

は96引 3努づで， .S0在宅伝大きく卜まわるも

のである。(表 l) 

Y干¥ゆ 国 24.2 I 10 6 I 46.3 I 4.74 I 28副 G3

鹿 開A 島 !呉 71.2 12“9 

f#i， 児 島 市 50.8 179i 2 7 4 4 ω J 7 3 0 M  

実 地 69白 7 267 rJ42i  f出揃 HL4 

3 88. 29.2 I _. I -- 4J:-iO 

喜界町 11 
告 2 32也 1I 9.7 I 9G自oI 4.78 I ~;4 町 421 .651 → i仏96

〉ド 1 昭和59年2月調査結果
水2 本調査結果* 1， * 2以外は昭和58年住宅需要実態調斎
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喜界尽における高年者の居住状況と{主主主識

は全国 しているの し?鹿児島県は減少しており71.勉で

あるカ九それでもも の62jfおより高い。

と上じハ;ても低いの

?議

匂 6

96 司三位代世 .O~ちで 3 平均91. 9%になる(昭和58年住宅需要実態調査)。高齢者のいる世帯のほ

L
」

とんどが持家ということになる。

いる

の p-j-~需 97.3俗伊

.0タb，夫婦のみ

いずれも tまわる 0

.2受:5，三世代世帯93.なお，全国の

となっている。

2 と

65 59 58 435 
97.3 97曲。 98.3 .7 96.2 

4 2 i 。 8 
町 J仁 。7 :3.0 1.7 0.0 1.8 

公常住 o 。 。 。
F生 lUJ 。値。 lUl 0.0 0.0 0.2 

てゲプ の 3 。 。 。
勺Jハ今し、! 。.7 0.0 0.0 0.0 0.9 

2 。 。 2 4 

0.0 L'l 。@。 0.0 3.3 。合9

ノLヘJ 150 67 60 60 
円イ/つ

100“。 100.0 JOO.O 100.0 100.0 100.0 

， と いのはもちろんであるが P いる

りも下旬い。

( 2 ) 

~設前伝宅は9.7お， 6気づ， ー7ヂぷlζ ない。しかし，昭和35年以前の

が26.7形であるのに対し，高

は29.2妨であるので〈←るが， Ii議児馬県の:34.1%より

l)P これより し、。 は高年者にとって大ぎな あり，



古 川恵子

においては ，1，1，の老人にとって ζれから更に深刻な問題化なろう。

.1%といく分ノjいない。

にみると(表 3入単独世帯の37A9'o ，夫婦のみの世帯の33.3Sづ，

A彰? 三1堂内出;需の20%が昭和35年以前の住宅である。単独世帯における

的にいわれることではあるがー喜界町においても例外ではないことがわかる。

とヲこどもの世

は一般

fJ I 44 

A 
Zゴ

.4 

58 
I~!'. 8 

口f 口l 

12.2 

11.7 6.9 

乙 12 
3.3 L円.門j 

60 60 452 
100.0 100肉。 100.0 

昭和 36̂.~ 

ヲぢ

昭和田年~
'10 

金丘 同
号訴

i仁コ入

。/口/ 

( 3 )構造@建て方

.Hぢ9 その{世間j 郊となっ七いる。木造の%にほとんどで96.09iづ， .0%， 

あたる 3:3A~りが昭和35年以前に建てられたもので， ~"l 3. 

は昭和36年以降

までの間のものであるの

っている。

は平家が94.7実6，2階建が4..2%であるが，木造の97.2婦は平家.HC造の77.8絡が 21培

.0%が平家である。建築時期の早いものほど平家が多い。

も多く 93.8%:を占める。残りのうちの17p(3.8悩)は二戸建と答えており均敷地内に

ってし、ること

( 4 ) 

.78室，居室の合計畳数の平均は24.42畳で，鹿児

室‘ 23.03畳を iこまわるが， (4.74室. 28.63畳)よりやや狭いといえる。 tJ4.21 

q
L
 

r
J
 

の4“38



喜界鳥における高年者の居住状況と住意識

室であり，ー住宅当りの床面積では他地域より極めて小さいという特徴をもつが，喜界の高年者世帯

は比較的良いといえる。前報の鹿児島市の高年者世帯で、は4.8室， 26.6畳であり，本調査の結果をわ

ずかに上まわる程度である。

また一人当り畳数は9.65畳/人で，鹿児島県の一般世帯7.96畳/人や全国平均8.58畳/人をはるか

に上回るが，鹿児島市の高年者世帯の10.21畳/人をやや下まわる。

以上の乙とから奄美地域の一般世帯の住宅規模は小さいものの，高年者世帯では過疎が加わり一人

当りの畳数が多くなることがいえよう。また鹿児島市と喜界町との著しい地域差もないといえよう。

( 5 )居住水準

最低居住水準未満世帯(第4期住宅建設5箇年計画)一居室室数と世帯人員数の関係による は，

9.96銘である。一般世帯については表-1のとおりであるが，なかで=も奄美地域は，鹿児島県(12.9

銘)や全国平均(11.5銘)より著しく多く 19.4銘で県内でも極めて高い値を示す。従って，喜界町の

高年者世帯の居住水準はこれらに比較して，それほど問題はないようである。ただし，世帯構成員の

性，年齢等は考慮に入れず，同居人数のみで検討を行なったため，値は若干変わる余地がある。

3 -2 現在のすまいに対する感じ方

3 -2 -1 住宅・住環境

( 1 )総合評価

住宅，住環境を総合的にみて「満足しているJr不満であるjのいずれであるかを答えてもらった。

表-4 住宅・住環境に対する不満率

単独世帯
夫婦のみ

夫婦+子 コ世代世帯 世そ帯の他の 合計
の世帯 (%) 

住 全国一般 33.8 31.0 40.3 46.1 * 
宅 喜界町高年者 12.2 9.3 16.4 8.3 6.7 10.6 

住 全国一般 24.5 23.3 26.9 30.2 * 環
喜界町高年者 2.6 2.0 9.0 5.0 3.3 3.8 境

* 昭 和58年住宅需要実態調査 (%) 

住宅l乙対する不満率は10.6%で全国平均 (46.1必)，鹿児島県 (32.8銘) 奄美地域 (25.1%)1乙

比べて格段に低い。奄美地域は居住水準が低いにもかかわらず，住宅の不満率は他の地域と比べて最

も低いが，さらに本調査では高年者ということで=不満が低かったと，思われる。

住環境に対する不満率はなお低くわずか3.8%である。全国平均 (30.2%)，鹿児島県(17.6%)，

奄美地域 (7.3必)に比べ極めて低い。

(2)要素別不満

住宅や住環境lζ不満であると答えた人は，何について不満であるのかを尋ねた結果を図 1， 21c 

示す。

まず住宅では，いたみ具合が第 1位で16.9%である。鹿児島県の分析結果(昭和58年住宅需要実態

調査)では高齢者の住宅に対する不満率は総じて低いが，いたみ具合と設備，収納l乙対する不満がや
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出 jll 夜子

5 住宅OJ要素足II不満三容と

全体 間取り 慢ゐ 浴h 室ヨ札 ー 断主丸性 収納 ス プラ q

戦 前 11ム 4ヱ 1 S.D 18.2 HU  "5.1) 34.1 (J，8 4.5 

~~1 ~~年 26.1 13.1) 21 7 13.0 1'1.4 C 

日 ".35年 19.2 19.2 14.1 15.4 24.4 Hi .7 7. '1 

尽、 11. 3 11.9 14.6 17. l) 12.(; 6う

16 '-"" 50 年 5.2 10.3 5.2 IC人3 15.5 8.6 一ひ η ム

:-;. 5 1 ~-._'年 1.8 18.2 9.1 9.1 18.2 1ん.' 5.5 

日出仔~ <] 0 ρ ハリ η L 6.S g. リ 12.9 (i. h 

(9'a) 

14 b 13 76 
14.6 10嗣 4 18同 S 16.9 

24 n マ J4 73 
14.0 18. 13町ら 14. 20.3 16.2 

23 16 14 -ォ 10 7') 
つ臼1.5 に 12.3 14.6 8 14骨 5 Hi帽。

15 20 14 4 8 。1
14.0 15.4 島む EU 11.6 6 

9 19 12 9 11 60 
8.4 14.6 12.5 18. l5偏 9 l3.3 

10 14 13 6 50 
9. 10.8 .5 14.6 s‘7 11. J 

8 12 4 4 33 
6.2 3 ら吟8 '7. :~ 

む 4 ，，) 

ラピ '-'配そ士 4. 4. 日'J.U 二J 4酢 3 らr ら

dfこ入寸 107 l3D B6 48 69 4ミ50‘ 

号6 100園o .100.0 100命。 100命o 100.り 100.0 
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喜界烏における高年者の居住状況と住意識

くみられるとしている。 も こと治判、える。 1，'， iア!、マ」ノ匂 見、

も いことからも宵ける(表 5 )。第 2 (16，箔)があカ主っと

上、
'C::.-0 についてはきかなかっ

位となっている。 J 

えられることであるしシ一 はやはり .1， 

りζ こでも例外ではない。

日 ( %)以]

50 、寄る)

以J--1 

住宅の(遮[J世や)断熱性二

{主℃のいたみ具角

イ主'むの暖房や給品設備

住右の収納スベ ス

便所・台所・ (fi五などの設備

宅の間取り

敷地O_)i.I_、さ

住宅のはさ 1 部民数

外部ノ7、らのプライ川 γ 結保

集会所(~証書館)などの接近性

公園な』の数・

・IK害 e 台風なと iζ

病院への距離 j 

まわりの道路の整備状況

騒吉 e フ眠気汚染などの公主状況

日~り，面通しなどの時土条件

まわりの連て込内状況

緑の言まかさ。まちの景観0)良さ

~~ど乏::'.23斗 邸主主さ芯玄'3奄美

二;i7~;~よ窓辺鹿児島民L 線疑惑議録護連覇喜界 I!IYI引書

37:.7 

:;4.3 

本 1 宇;調査のみの項目。昭和58年住宅需要実鰭調査では ε 日常の買物といっしょの項目

である。

本 2 本調査では質問ぜ一ず。

図 2

FC 
;) ~} 



古川 薦、 二子

}うと ついては 9

のたため，図-2でも呂立つ亡わかる

る乙とから買物の利便性と

」←する割合が格grJ大きく 55.5%である。

り起きたり jの人と「あまり健康でなしを jと ム」

くそれぞれ61.1浴， 60. 

の4496(199人j

ると深刻な問題といえる。

。5ちがと高

(!Qど L.0必 Lcうり ル」

なる。(表 7 ) 

.113 
40.9 

14ら 93 
手話 52.5 60 8 40.0 

無回答 18 8 1 ハぷ

% 6.5 5司 2 5.6 40.0 

276 153 18 5 
% 100.0 100.0 100.0 100.0 100陣。

んな門

知ごJ 駒害@台風など る

干すであるにもかかわらず 3 よってはストレート

っしγCJであり 21.

く見かげるのも，

は当然ともいえる

十不

lこ される恐れがあるためであり， ろっ。

であるが， されていないた ると水たまりになったり凹凸がはげ

しにくいなど s 日 っていることと盟、われる ω

( ) 

けたいと .4郊である。

もあってかそれをはるかに上まわる c

よりもとも

と!奇い (77.'7Sち)ので之あるカ七 予b~

.5 

3 -2 侍所 11 t石室

る。

としてあげられているがぶ，加えてIH

としてもあげられる も残ってし、るのか。残ってし、る

.，
 、ーし にみられるのではないか。そして日

どのよう

( 1 )便所

られている る。

表 8にみられるように， 9 内 J交う 9 外場内 .9 

3 げられる。 L
 

ノ

L は， にやはり くみられ，
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喜界患における高年おの居住状況と住怠識

is37.も9o~ 

Jqづはこの時期のものゼある。ま

ペ必となっている。

手話 ハ
Uハ

υ

452 

10じり

ぞま 計 I 44 

% I 100.0 

ある 19.9分ぎであるがおもに

が57.8Slづ，

L
」

。。 2.6 1.3 。。 0.0 25.0 1‘5 

23 

100.0 

78 

100.0 

5B 
1ω。151 

100.0 

h_~ υυ 31 

100.0 

12 

100.0 

-浴室)につい

しているという乙とであるが，

16ヶ月以上f宋につききり」の人 (23人)の中

みると，

-9でみると F

I人のみである。

32 16 49 
11φ6 10. ~.i 5. 10.8 

183 107 13 306 
66.3 69.(3 72. 67.7 

59 27 J 邑町、 90 
21.4 17.6 

2 3 
0.7 2.0 

rsゴ〉 276 1町5ハJ 5 452 
% 100.0 100.0 100.0 100.0 

.9手当である。)色

たり起きたりし

外 a ある世帯 (90人)の主に

寸

ノ1い

る。

るノむと L」 表 10でみると，おも

， 26.5集はあまり とはいえない人であり 2 とは〕

ると 9

2人でいーずれも設備iζついて

1 A. 3人であるが p

している。単独世帯で、寝たきりの人はいない。

57 



凸I Jli 恵 子

主iζ外便所! 24 9 。 34 
0.7 33.3 33.3 。@。 37.8 

32 17 2 52 
54.2 63.0 66.7 100.0 Ei7.8 

一一
無回 3 。 。 LI 

号訴 5.1 3.7 。@。 0.0 4.4 

/仁kコ 59 27 3 90 
ヲち 100号。 100.0 100.0 100.0 100.0 

ぐれ浴室

のある世帯は93.8銘，ない世帯4.9Cぢ，無回答1.396である。

11 でみると 7 外風呂が38.1% ，内風呂50.9浴 p 外命内両方4.6~ちである。

，便所と同様にlf('1手[135年以前の住宅は内風巴より外風呂が多く，外風呂の住宅の41.:3

あがとの時期のものである。外@内両方iζ浴室のある世帯でおもに外風呂使用の人は61.996.おも i乙

は38.1手伝で，

が浴烹はおも

と比べると，外 s

るという ζ と也である。

してし、る。つまり おもに われる

〈と

172 

38.1 

外的内角j方

% 6.8 

報 lill 苔

宮S 4.5 

会計 44 

事記 100.0 I 100.0 I 100.0 I 100.0 I 100.0 I 100.(1 i JOO.O i !Oo.O 100.0 

L、 l、仁

についての不満率は21ふ .9% マ
心。

り起きたりj 3人のうち] であるが不J誌はもっ

年齢と外便所，外風呂との関係は表-.12のとおりであるが，

いことがわかる。この ζ とと改善要求との関係をみると

しカ〉なし、

13)， 

0
0
 



喜界島における高年者の居住状況と住意識

表 12 年齢と外便所・外風呂

60歳~ 65歳~ 70歳~ 75歳~ 80歳~ 85歳~ 90歳~ 合計

外便所 14 6 12 10 4 2 49 
% 13.3 5.8 12.6 14.9 2.5 12.5 22.2 10.8 

外風呂 37 32 50 20 16 13 4 172 
% 35.2 30.8 52.6 29.9 40.0 40.6 44.4 38.1 

1--

表 13 外便所，外風呂の世帯の
改善したいところ

外便所のみの 外風世呂帯のみの
世帯

便所 13 18 
号6 28.3 15.0 

浴室 14 32 
ち届 30.4 26.7 

台所 7 21 
F揺 15.2 17.5 

屋根 3 14 
予届 6.5 11.7 

外壁 2 8 
% 4.3 6.7 

その他 2 15 
ち揺 4.3 12.5 

N.A 5 12 
ヲ匹 10.9 10.0 

合計 46 120 
% 100.0 100.0 

* 複数回答

室を改善したい人は26.7銘(複数回答)いる。一方，

外便所の住宅居住者で便所を改善したい人は28.3銘で

ある。浴室の改善要求内容については，内風呂にした

い人が極めて多く回答者の55.2勿を占めており，他は

燃料やタイル貼り等の希望である。

なお， r外風呂と外便所」である世帯は35で，全体

の7.7%1L.当り年齢構成は60歳代15人， 70歳代15人，

80歳代4人， 90歳以上 1人である。また健康状態から

みて(表一14)，r健康」か「あまり健康とはし、えないJ

人どまりで問題はなさそうであるが，近い将来改善の

必要がでてくると思われる。

3-2-3 改善したいところ

現在の住宅で改善したいところのある人は21.2勿，

改善したいけれどできない人20.8%，改善したいとこ

ろのない人が54.6銘である。「改善したいけれどでき

ない」理由の第 1位は「費用がかかるJ(17.3%)， 

表 14 外便所のみと外風呂のみの世帯の健康と満足度

鍵 康
あまり健康と 寝たり起きた 6ヶ月以上床

iEL 1 b 日十
はいえない り につききり

満 足 14 6 。 。 20 
ち杉 58.3 54.5 0.0 0.0 57.1 

不 満 9 4 。 。 13 
% 37.5 36.4 0.0 0.0 37.1 

無田答 。 。 2 
% 4.2 9.1 0.0 0.0 5.7 

合計 24 11 。 。 35 
号杉 100.0 100.0 0.0 0.0 100.。

n
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d
 

p

ヘU



2 しiとえし ら_1，1"そ

ぱなし、。

したいところは表 -15!C

なっている。性，任齢ともに大し

i入

仁1

97 
53.9 

180 
必 I 100.0 

古 Jli 窓 子

い)jである。
y 、
勺も 9

点字ぢ， 2 {立は .3%， 3 .4必

しj::_~ 、と ζ ろ

一 一
女 Etコk 

ト一一一即時叩

29 39 
8ω3 7~4 

ト申w一一一F 一一ー

49 73 
14.0 i .8 

;j6 49 
10.3 9.3 

15 29 
4. :j fi 5 

10 
2.9 3.2 

24 39 
6.9 7.4 

186 ~~83 

53.3 O「 dペ .5

349 
100品。

ネ複数回答

との関係でみると表 16~と示すように r 6ヶ月以上床につききり I 人は，便所 9 れ宅の

している。昭和57年度鹿児島県のねたきり老人の実態調査の結果においても浴室と便所の

片品 くそれぞれ54.8俗と46.3%である。 ま

ふザ

グ〉匂。

!Ijの「外風呂と外便所J

おとなっている。

したい呉体的内

の にあげる。( )内

iとし7こし、

内便所に

くしたい ( 2 ) 

に浴室 呂にしたい

一ι l，， J'-._ V 

l位で

したいとごろ ザご21.79o，i; 7，.4 

員の られなかった(自由回答)ものの，多かっ f二

る。

cn 
( 4 ) 

(16) 

( 4 ) 
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喜界践におりる高年者の居tt状況と住意識

ηJ 門i 

14ι7 12.1 10.0 40.0 。

至 40 27 乙

::'15 しノ 2ら 27.3 10α。 40唱。

台 所 26 2 48 
円i市/ i7也 3 19. 20.0 20.0 18.2 

!2 。 28 

12.1 10.0 。“。 lO.6 

6 2 。 17 
6ω1 20命。 0.0 6" 

その他 1ち 3 。 39 
9，;つ/3 J η 16.2 30.0 。目。 14ι8 

N.A ig 7 。 。
93 12. 7.1 0.0 0.0 9.5 

EE3 L 150 99 10 264 
ヲ話 100.0 100.0 100.0 100. () 100.0 

ヰ: 波数回答

ないのでほしい

の内風呂 ピ〉

人れるよつにしたい

• 1);くしfこし、

a 古い lと

4. 得雨もりがする

きかえたい

り しくしたい

(3) 

( ) 

( 8 ) 

f て~ i 
" ，_}ノ

6.その他 くしたい

( ) 

( 3 ) 

( ) 

( 6 ) 

りの部屋が沼、しい (5) 

をふやしたい 4 ) 

e物置がほしい ( 4 ) 

3 .-3 縁側について

られな〈なっている。かつてコミコニケーションの{易とし

て t あるい どのために多目的に るが ではどのよっ

1
6
4
 

ハh
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古川恵子

ベた。

縁側のある世帯は84.5銘，ない世帯11.3Cぢ，無回答4.2%である。縁側のある世帯にその用途を自

由回答してもらった結果は以下のとおりである。

1 .来客時l乙使う。多人数のときにむしろや畳を敷き座敷

の続きとして使う。行事(法事・祝事・祭り)のとき

lと使う。 (69)

2.通路として使う。他の部屋の通り抜けをしないように。 (58)

3.夕涼み・日光浴の場所として。 (32)

4.機織 りの 場所 として。(17)

5.休息・ひるね・こしかける。 (11)

6.庭か らの出入口として。(6 ) 

7.その他(物干し場，子どもの遊び場等) (10) 

近隣，集落のつきあいや，生計を支える大島紬を織る場所として使うという乙とは，都市とは異な

る用途である。縁側は老人の暮らしに生かされているといえよう。そして今後の住宅計画の際も考慮

すべきスペースのーっといえよう。

3 -4 子どもと閑居している世帯について

喜界町の高年者と子どもとの同居率は33.6%であるが(表 17) ，その同居形態をみると，子ども

と同一建物に居住している人が86.1%，同一敷地内の別の住宅に居住している人が4.6%である。

(1)同一建物に居住している世帯について

高年者専用の部屋のある世帯は67.8%である。子ども夫婦と同居している場合の親専用の寝室設置

率は全国平均76.7%，鹿児島県59.2%，奄美地域67.1%となっている。本調査結果と単純に比較はで

表 17 性・年齢別 同・別居

性・年齢
同居 別居 子なども 実数

% ち杉 し ち話 人

60-64 35.7 61.9 6.2 42 

男 65-69 40.0 54.3 5.7 35 
70-74 20.5 76.9 2.6 39 
75-79 18.2 81.8 0.0 22 

性 80以上 55.0 40.0 5.0 20 
小計 32.9 63.9 3.2 158 

60-64 30.2 63.5 6.3 63 

女 65-69 18.8 66.7 14.5 69 
70-74 30.4 48.2 21.4 56 
75-79 40.0 46.7 13.3 45 

性 80以上 54.1 39.3 6.6 61 
小計 34.0 53.7 12.2 294 

全体 33.6 57.3 9.1 452 
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喜界島における高年者の居住状況と住意識

とは考えられない。

4. JJii，在の住宅や住環境への不満の表われ7ちについては P

られるが 3 それでもなおはっきりと出てき

とが望まれる。とりわけ E 医療施設については， 遠いばかりでなく E

と~"，^、行くと訴える老人もいてー充分な対策が必要であろう。

ひ かっずこが 9 iとより Pァ一 、ι
Vに f、ふ

ア j."--.._， らかであるので，あ し、かとj忍わilる。

ないと思われる。

6. き

ももつが，多〈

沼ももて〉77、ジコーマ

ブロック っており 9 ) 

ヴ

てコ
ウF

f'""J 0 

あたっては 2

右々

々町老人会関係の万々，

いただ会ました。ここに深く

さん，

いたしま-<J-。
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